
無
名
詩
人
「
三
田
循
司
」

横
　
田
　
英
　
司

刃
も
凍
る
北
海
の
　
御
楯
と
立
ち
て
　
二
千
余
士

S
先
生
十
八
番
「
ア
ツ
ツ
島
血
戦
勇
士
顕
彰
国
民
歌
」
の
歌
い
出
だ
し

で
あ
る
。
国
民
学
校
三
、
四
年
生
の
頃
よ
く
歌
っ
た
も
の
だ
と
、
先
生
か

ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
昭
和
十
八
年
五
月
、
米
国
領
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン

列
島
ア
ツ
ツ
、
キ
ス
カ
両
島
に
侵
出
し
て
い
た
日
本
軍
は
圧
倒
的
兵
力
と

物
量
を
誇
る
米
軍
の
反
攻
を
受
け
、
ア
ツ
ツ
島
守
備
隊
は
同
月
二
十
九

日
、
指
揮
官
山
崎
保
代
大
佐
以
下
二
千
六
百
余
の
戦
死
を
も
っ
て
玉
砕
。

一
方
キ
ス
カ
島
は
七
月
二
十
九
日
、
濃
霧
に
ま
ざ
れ
た
撤
収
作
戦
が
成

功
。
全
員
が
無
事
に
脱
出
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

こ
の
ア
ツ
ツ
島
戦
死
者
の
一
人
に
三
田
循
司
が
い
る
。
三
田
は
大
正
六

年
岩
手
県
稗
貫
都
花
巻
町
（
現
花
巻
市
）
に
生
ま
れ
、
旧
跡
岩
手
中
学
か

ら
旧
制
第
二
高
校
、
さ
ら
に
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
へ
進
学
し
た
。
大
戦

突
入
の
昭
和
十
六
年
十
二
月
、
繰
上
げ
卒
業
。
翌
年
の
二
月
応
召
、
盛
岡

の
歩
兵
第
百
五
連
隊
に
入
隊
す
る
。

二
高
時
代
に
は
戸
石
泰
一
等
と
「
芥
」
を
発
行
し
、
ま
た
同
校
尚
志
会

雑
誌
「
尚
志
」
に
投
稿
す
る
な
ど
詩
文
の
才
を
磨
い
て
い
る
。
大
学
期
に

は
戸
石
と
共
に
先
輩
の
太
宰
治
を
し
ば
し
ば
訪
ね
、
ま
た
太
宰
の
紹
介
に

ょ
り
山
岸
外
史
の
知
遇
を
得
て
、
文
学
的
交
流
を
は
か
っ
た
。

今
年
（
平
成
二
十
一
年
）
は
太
宰
治
の
生
誕
百
年
に
当
り
、
各
地
で
記

念
行
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
岩
手
県
北
上
市
に
あ
る
「
日
本
現
代
詩
歌
文

学
館
」
で
も
「
太
宰
治
生
誕
1
0
0
年
三
田
循
司
資
料
特
別
公
開
記
念
展
」

が
開
か
れ
た
。
こ
の
展
示
会
に
先
立
つ
六
月
中
旬
、
同
窓
生
で
あ
る
三
田

に
関
す
る
別
件
の
取
材
を
し
て
い
た
A
氏
（
筆
者
の
二
級
先
輩
）
が
、
偶

然
に
も
三
田
の
親
族
を
捜
し
当
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
未
公
開
の
資
料
が
多

数
発
掘
さ
れ
る
。
そ
の
資
料
の
中
に
は
太
宰
か
ら
三
田
へ
宛
て
た
葉
書
五

通
と
彼
の
実
弟
悪
へ
の
一
通
も
あ
る
。
太
宰
は
三
田
の
戦
死
を
惜
し
み
、

著
作
「
散
華
」
に
「
三
田
循
司
」
の
実
名
で
登
場
さ
せ
て
い
る
。

御
元
気
で
す
か
。

速
い
空
か
ら
御
伺
い
し
ま
す
。

兵
事
、
任
地
に
着
き
ま
し
た
。

大
い
な
る
丈
撃
の
た
め
に
、

死
ん
で
下
さ
い
。

自
分
も
死
に
ま
す
、

こ
の
戦
争
の
た
め
に
。

（
三
田
か
ら
太
宰
宛
の
書
簡
）



「
散
華
」
に
は
こ
の
フ
レ
ー
ズ
が
三
度
も
出
て
く
る
。
さ
ら
に
太
宰
は
、

私
に
　
「
死
ん
で
下
さ
い
」
　
と
た
め
ら
わ
ず
自
然
に
言
っ
て
く
れ
た
の
は
、

三
田
君
ひ
と
り
で
あ
る
。
な
か
な
か
言
え
な
い
言
葉
で
あ
る
。

こ
ん
な
に
自
然
な
朝
子
で
、
そ
れ
を
い
へ
る
と
は
、
三
田
君
も
つ
い
に

一
流
の
奇
人
の
資
格
を
得
た
と
思
っ
た
。

（
太
宰
治
者
「
激
辛
」
　
旺
丈
社
刊
よ
り
）

高
　
架

ま
た
戸
石
泰
一
も
後
年
「
玉
砕
」
を
発
表
し
、
三
田
の
死
を
悼
ん
で
い

る
。

三
田
循
司
は
、
一
九
讐
二
年
五
月
、
ア
ッ
ツ
島
に
於
い
て
戦
死
し
た
。

彼
は
、
私
の
一
級
上
、
仙
台
の
高
等
学
鹿
で
知
り
合
っ
た
の
で
あ
る
。
あ

の
頃
、
私
達
は
よ
く
「
純
粋
」
　
と
い
う
言
葉
を
ロ
に
し
、
そ
れ
が
凡
て
を

葎
す
る
規
範
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
わ
た
し
に
と
っ
て
、
三
田
は
、
「
純
粋
」

の
同
義
藷
の
よ
う
な
男
で
あ
っ
た
。

（
・
ア
石
泰
l
著
「
玉
砕
」
　
の
書
出
し
）

あ
あ
満
天
星
空
大
い
な
る
か
な

間
の
底
に

人
々
の
世
界
は
一
列
に
灯
を
と
も
し

艶
滴
さ
れ
た
渡
の
如
く
ち
ら
ば
ひ
夢
お
人
の
姿
よ

大
都
食
の
度
量
を
扱
く
高
架
の
椿
に

大
都
骨
の
晦
冥
を
線
ふ
遠
征
の
一
顛
に
立
ち
て

鬱
屈
す
る
お
ら
ぎ
も
の
清
泉
を
喀
け
ば

あ
あ
そ
の
草
の
厳
し
さ
よ
そ
の
眞
撃
き
よ

開
々
虚
空
に
毅
へ
ら
れ
て
光
を
沓
し

属
し
き
渦
神
を
散
華
せ
り

友
を
送
り
て
こ
の
高
架
の
椅
妄
り
が
た
く

人
間
愛
心
の
美
し
き
に
汲
呑
ま
ん
と
す

星
の
ふ
る
夜

人
の
．
絶
え
た
る
路
上
▲

（
芥
発
行
所
「
芥
」
第
3
号
よ
り
）

三
田
が
二
十
六
歳
の
短
い
生
涯
の
中
で
残
し
た
詩
は
多
く
は
な
い
が
、

今
回
発
見
さ
れ
た
太
宰
か
ら
の
は
が
き
に
は
、
「
夕
暮
」
と
「
高
架
」
が

よ
い
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
　
「
高
架
」
を
挙
げ
る
と
‥

太
宰
は
「
文
学
で
も
人
間
で
も
、
『
素
朴
な
感
動
』
を
忘
れ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
前
記
二
作
に
は
『
素
朴
な
感
動
』
の
芽
が
あ
り
ま
す
」
と
評
し



て
い
る
。

三
田
の
詩
自
体
は
難
し
い
語
句
を
配
し
な
が
ら
、
も
の
ご
と
へ
真
筆
に

向
き
合
う
姿
勢
が
窺
が
え
る
気
が
す
る
。
二
高
、
東
大
の
青
春
期
が
日
中

戦
か
ら
太
平
洋
戦
へ
と
戦
火
が
拡
大
し
、
世
情
混
沌
、
個
人
と
し
て
の
苦

悩
が
増
す
中
に
あ
っ
て
も
、
彼
本
来
の
誠
実
さ
が
貫
か
れ
る
。
さ
ら
に
彼

の
遺
品
の
中
に
三
冊
の
手
帳
が
あ
る
。
こ
れ
は
入
営
中
の
三
田
か
ら
弟
の

恋
へ
、
訪
ね
る
度
手
渡
さ
れ
た
も
の
で
、
目
付
け
と
共
に
短
い
詩
が
綴
ら

れ
て
い
る
。
戦
後
仙
台
の
「
明
恵
社
」
か
ら
「
展
」
二
号
に
抜
粋
の
形
で

掲
載
さ
れ
た
。

以
下
は
そ
の
中
の
二
編
で
あ
る
。

言
葉
が
ほ
し
い

言
葉
が
ほ
し
い

言
葉
を
失
っ
て
ゆ
く

十
月
二
十
日

俺
の
寺
椅
神
は

ま
さ
し
く
人
間
の
お
れ
を
韓
れ
て
ゆ
く
の
か

l
　
つ
の
空
圏
へ

そ
し
て
次
の
壇
は
戦
場
で
あ
る

消
灯

二
月
五
日

星
空
が
新
し
い

岡
が
懐
か
し
い

岡
の
底
に
小
さ
く
横
た
は
っ
て

初
め
て
胸
が
ひ
ろ
が
る

開
か
れ
た
世
界
の
星
の

ひ
か
り
と
風
の
な
つ
か
し
さ

戦
後
、
評
論
家
山
岸
外
史
、
作
家
太
宰
治
、
弟
三
田
怒
ら
に
よ
っ
て
三

田
循
司
遺
稿
集
「
北
極
星
」
　
の
発
刊
が
企
画
さ
れ
た
が
、
今
日
ま
で
実

現
さ
れ
ず
に
到
っ
て
い
る
。
だ
が
、
三
田
循
司
没
後
十
七
回
忌
の
昭
和

三
十
四
年
、
花
巻
の
広
隆
寺
に
山
岸
外
史
揮
竜
の
石
碑
が
建
て
ら
れ
た
。

碑
銘
に
は
三
田
の
詩
「
北
極
星
」
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

出
陣
の
夜
で
あ
る

雪
よ
じ
り
の
風
は



く
ろ
い
三
本
煙
突
に

う
な
っ
て
ゐ
る

星
は
消
え
た

の
思
い
で
あ
っ
て
も
、
も
は
や
叶
わ
ぬ
夢
で
あ
る
。
魂
鎮
め
の
願
い
を
龍

め
て
蕪
詩
一
首
を
捧
げ
た
い
。

太
宰
治
生
誕
百
年
記
念
の
時
に
、
期
を
同
じ
う
し
て
現
れ
た
三
田
の
遺

品
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
数
々
。
前
出
の
A
氏
も
そ
の
奇
縁
に
お
ど
ろ
く
。
青

春
の
一
時
期
、
一
瞬
の
光
菅
を
放
ち
な
が
ら
消
え
入
っ
た
無
名
の
詩
人

「
三
田
循
司
」
。
も
し
も
彼
が
命
数
を
長
ら
え
た
な
ら
ば
の
仮
構
は
、
大
方

太宰治生誕100年「三田循司資料特別公開記念」展示場にて、

2009．10．12

壁面の写真右が東京帝大生の三田と左が太宰（岩手県北上市・

日本現代詩歌文学館）

憶
三
田
循
司
氏

三
徳
兼
該
文
藻
豊

丈
夫
玉
砕
熱
田
叢

至
誠
循
理
詩
言
志

司
命
知
見
百
世
功

平
成
巳
丑
季
秋

三
田
循
司
氏
を
憶
う

三
徳
兼
該
　
文
藻
豊
か
な
り

丈
夫
は
玉
砕
す
　
熱
田
の
叢

至
誠
理
に
楯
が
い
　
詩
を
も
て
志
を
言
う

司
命
は
知
る
兄
が
百
世
の
功
を

横
田
英
司
威

［
大
意
］
　
三
田
循
司
氏
は
、
三
徳
兼
ね
備
わ
り
才
藻
に
富
み
、
将
来
を
嘱

望
さ
れ
て
い
た
。
惜
し
む
ら
く
は
、
玉
砕
の
島
ア
ツ
ツ
に
集
れ
た
。
誠
実

で
道
理
に
し
た
が
う
氏
の
生
き
方
や
志
は
詩
に
よ
っ
て
充
分
に
表
わ
さ
れ

た
。
人
の
寿
命
を
決
め
る
と
い
う
神
は
、
氏
に
長
命
こ
そ
与
え
な
か
っ
た

が
、
き
っ
と
後
世
に
残
る
功
績
を
知
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

［
語
釈
］
　
三
徳

兼
該

循
理

司
命

知
・
仁
・
勇
。

兼
ね
備
え
る
。

道
理
に
し
た
が
う
こ
と
。

人
の
寿
命
を
つ
か
さ
ど
る
神
。




